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名誉市民小林ハル生誕 110 年記念 

「木下晋が描いた小林ハル展」
 

名誉市民小林ハルさんを偲び、木下晋氏が描いた小林ハルさんの作品展を開催します。

精密な画風で知られる木下氏の鉛筆画は、写実を超える迫力で見る者を圧倒します。

 

木下晋が描いた小林ハル展 

 

１ と き  ７月１７日（土）～２２日（木） 午前９時から午後６時 

        ＊１７日は、午前９時３０分開場式 

２ ところ  三条東公民館 

３ 入場料  無料 

 

【同時展示】 

 「写真で見る瞽女の風物詩」 

【同時開催イベント】 

 ●木下晋氏のギャラリー・トーク…７月 17 日(土) 午後１時 30 分～３時 

 ●「越後瞽女唄・葛の葉会」瞽女唄披露…７月 18 日(日) 午後１時 30 分～３時 30 分 

 ●小林ハル瞽女唄保存会イベント…７月 19 日(祝)～22 日(木) 午後１時 30 分～４時 

   野嵜久次氏の「小林ハルさんとの出会いふれあいを語る」ほか 

 ●定 員   各１００名 

 

木下晋氏 

 1947 年､富山県富山市に生まれる｡画家として国際的に活躍するかたわら､東京大学、武蔵野

美術大学､新潟薬科大学などで講師を歴任し、現在は金沢美術工芸大学大学院の教授を務めて

いる｡ 

中学 2 年の時、富山大学に特別研究生として彫刻を学び、16 歳で自由美術展に史上最年少

で入選を果たし画壇デビューする。画家の麻生三郎、詩人の滝口修造などの知遇を得て、1981

年渡米から帰国後、鉛筆画に転じ、直後に最後の瞽女と言われる小林ハルさん（三条市名誉市

民）との強烈な出会いから鉛筆によるモノトーンの表現がライフワークとなった。 

 

担当：生涯学習課 文化振興係 長谷川 
電話：０２５６－３４－５５１１（内線２４４）
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